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京都縦貫自動車道経由「宮津・天橋立 IC」から
国道 178 号線を伊根方面へ約 25 分
京都駅・大阪駅から約 2時間強

北近畿タンゴ鉄道「天橋立駅」から丹海バスで伊根方面へ約40分
「波見口」バス停下車徒歩約30分（約2km）

「海と星の公園下」バス停下車徒歩約15分
（風の谷に続く急な山道です）

京都府立丹後海と星の見える丘公園

〒626-0211　京都府宮津市字里波見

開園時間：9:00～17:00  ※7月～9月は20:00まで
休園日：木曜日（祝日除く）及び年末～2月末  ※ 7月～9月は無休
入場料無料／駐車場：200台（無料）
※1月～2月は閉園しております。

公園スタッフ紹介うみほし公園
秋のイベント報告

公園から
ひとこと

2014 winter-spring
イベントスケジュール

information

TEL：0772-28-9111／FAX：0772-28-9025
　　e-ds@eco-future-park.jp
http://www.eco-future-park.jp

うみほし通信発行
公園指定管理者

一泊二日

【定員】約10名

3.22.sat.
～3.23.sun.

LOHASコン
森あり、海ありの素敵な場所で、新しい
出逢いはじめませんか？
定置網体験、海鮮バーベキュー、郷土料理づくり
道づくり、星空観察＆ナイトウォーク　など

【料金】5,000 円
※参加料は当日お支払ください。

【参加対象】独身の 20歳以上の女性
※男性は養老地区在住の独身男性が対象

【募集期間】3/12（水）まで（定員になり次第締切）

【場所】京都府立丹後海と星の見える丘公園ほか

【集合】JR 京都駅八条口に午前 8時
（現地までは貸切バスで送迎いたします。）
※現地の場合は午前 11時集合

【主催】養老地域会議

【共催】NPO法人地球デザインスクール

【お申込み・お問い合わせ】
京都府立丹後海と星の見える丘公園
氏名（ふりがな）、住所、電話番号、メールアドレス、
年齢をご記入の上、電話、FAXまたはメールにて
上記までお申込み下さい。

一泊二日

【定員】25 名

3.29.sat.
～3.30.sun.

海ガキ・山ガキになろう！2014春
山菜摘み・畑しごと体験・クッキング・シイタケ
の菌打ち体験　ほか
【料金】12,000円
【参加対象】小学校 1年生～6年生
【募集期間】3/1（土）まで（定員になり次第締切）
【集合】JR 京都駅八条口に午前 8時
（現地までは貸切バスで送迎いたします。）

うみほし公園で待ってるよ
ご参加ありがとうございます！

アクセス

問合せ・申込
み

　今号のうみほし通
信「雪の下の学びと
空想の森へ」 いかがで
したか。冬は想像の世
界に遊んだり、次の活動の準備をするチャンス。雪解け
を待つフキノトウ、冬芽をつけた木々、それらは春に向
かって力をためています。
　うみほし公園も 1 月、2 月は冬季休園中ですが、日ヶ
谷ゴボウを使った特製ケーキ「あだけショコラ」など畑
のケーキの販売でアピール。「宮津まごころ市（宮津市
浜町）」や天橋立笠松公園ケーブル近くのお店「つるや
食堂」でご購入いただけます。おいしいケーキでほっこ
りして、本を読んだり、習い事をはじめたり新しい季節
に向かって準備してみませんか。そして、春が来たらう
みほし公園でお会いしましょう！
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　平成19 年に地球デザインスクールに
入って 7 年目。
プログラム運営は若いスタッフに任せ、
調整や段取りの日々ですが、公園を訪れ
る人が楽しいと感じる場所、元気になれ
る場所、パワーをもらえる場所にしたい
と思っています。
　思い出はいろいろありますが、わたし
の子どもが公園事業に参加したことが
あって、キャンプではやんちゃをして楽
しそうでした。
　公園で一番好きなのは、日の出。大地の
天文台からの眺めはとりわけ美しくてお
すすめ。宿泊者限定のお楽しみです（笑）。 
ツリーハウスも、秘密基地みたいで好き
です。ぜひ公園に遊びに来てくださいね。

植樹祭、無事終了しました

10/26

宮津ふるさとの森を育てる協議会との共催で開催した植樹祭。台風
の影響で翌日順延となりましたが、宮津市をはじめ近隣から来た協
議会会員など約30人が集まりました。下草刈りなどしておいた場所
に、ケヤキのほかスギ・ヒノキなどを織り交ぜ、美しい混交林の将来
像をイメージしながら 地元産の苗木約70本を植樹しました。寒い
日でしたが作業するうちに体が暖まり、終了後はみんなで達成感を
分かち合いました。その後は「まちカフェ宮津」プログラムにも参加
し、シイの実を食べながら宮津の森について考えました。

初体験！自然塾フェスタ

11/16～17 @今
治

富良野自然塾の環境教育プログラムを導入している全国の自
然塾ファミリーが四国の今治に集結！富良野、今治、岡山、京
都がそれぞれの特徴を活かしたプログラムを展開しました。
京都＝うみほし公園は、「森から学ぶ」を実施、今治の子どもた
ち 20 人が参加してくれました。手が入っていない薄暗い森で
木を伐ると、光が差して風が通ることを体感。落ち葉や小枝、
薪を使って火を使い、山や川、自然からの恵みの素材をおいし
く食べました。
京都で開催の時にはぜひ、皆さんご参加を！

10/29 ～11/4

宮津・竹の学校国際ワークショップ

iBart 2013 大成功！

竹の文化を宮津から発信しようと開催した「宮津・竹の学校 
国際ワークショップ（iBart 2013）」。丹後をはじめとして日本
各地や、海外から人が集まって大成功でした。
制作されたアートは現在も公園に展示中です。プレゼン発表で
は京都大学大学院の柴田昌三教授による世界の竹の生態と
利用の事例紹介ではじまり、多種多様な発表で盛り上がりま
した。養老地区文化祭に参加した手ぼうきづくりでは、参加者
の方々がマイ手ぼうきの出来栄えに笑顔を浮かべられました。
「宮津・竹の学校」の企画を見かけたら、参加の機会を次回はお
見逃しなく！
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宮津・竹の学校 国際ワークショップ

公園から北東方面の海に浮かぶ冠島と沓島。

空気の澄んだ日にだけ、島の向こうに遠く浮か

び上がるように見える景色があります。冬の季

節には雪を抱いている山並みが見えることも。

不思議な景色の正体は、石川県の白山連峰。

公園から白山までは直線距離にして150kmほど。

2000m級の山々が浮かび上がる迫力、美しさ、

そして、肉眼では見えるのに、写真にはとらえ

られないもどかしさ。

見えないけれど、写らないけれど、そこに確か

にあるもの。

公園にはそんな宝物があります。

地元の神様トヨウケノオオカミについて話す

雪の上の足跡

うみほし公園
の仲間たち

見えない風景が見える
かんむりじま くつじま

はくさん

公園だより
丹後語り部の会（地球デザインスクール理事）

久保 善康
く　ぼ 　よしやす

　丹後語り部の会は平成 21 年より活動し、現在

メンバーは26人。語りのテーマは丹後の歴史・自然・

人・食と多岐に渡り、観光の方にお話しをしたり、テ

レビ・ラジオにも出

演したりしています。

　わたしは
た いざ

間人ガニ

の話や、地元 の神々

の話もします。丹後

弁の「あんなあ」と

いう優しい昔語りで

心に訴えられたらい

いですね。今は、3 月

22日 に京丹後市で開

催される「海の京都

“ 全国語り部フェスティバル ”」の準備で頑張って

います。

　丹後七姫の一人、細川ガラシャの生誕 450 年記

念企画も継続中。「もっと知りたい、愛したい、伝

えたい私の丹後」。応援よろしくお願いします。

　わたしはイタリアのミラノ

から来ました。放置竹林の問題

についてパートナーのマルタと

話し合って考え、「senza terra
（大地無くして）」という作品を

制作しました。つないだ2本の

竹が浮いて横たわったような作品で、それに合わせて日

本の庭師の園三さんが白砂の庭を作ってくれました。マ

ルタは来日できず残念でしたが、わたしたちはつねに環

境との対話から作品を生み出すことを目指し、互いのア

イデアをぶつけて新しいイメージを探ります。

　竹を初めて見た

時は、しやなかで

女性が踊っている

ようなイメージで

した。宮津の人たち

とも話し合って、竹

の命と自然をコン

セプトアートとして

表現しました。竹を支えるフレームは、後藤鉄工さんに協

力してもらいました。

　「学び」について、わたしの先生といえるのはアーティスト

のヨーゼフ・ボイスです。人間の問題を示唆したアートで、

彼の作品には多大なインスピレーションを受けました。そ

れからリチャード・セラも好きで、とりわけ彼の作品の造形が

好きです。また、現在マルタがパリで師事している川俣正

は、普通の素材を使っているにもかかわらず、それを集め

て大きなものを作るというところに惹かれます。ヴェル

サイユにある果物の箱を使った彼の作品はすばらしいと

思います。

　これまで旅した国は、セネガル、日本、ドイツ、スペイン、

フランス、ポルトガル、エストニア、イギリスなどです。

旅をすると心が開かれます。異なる経験が、わたしにさ

まざまなことを教えてくれ、自由になります。日本はと

りわけ気に入っています。ぜひ1年ぐらい住んでアート

を制作したいですね！

　わたしはセネガルのダカールで、

芸術的な家庭に育ちました。アート

制作と同時にエスパス・メディナという

アートの拠点を主宰しています。わたし

の家は海が近く、魚は漁師から新鮮な

のを買って食べています。セネガルは

バオバブの木も有名で、大きくて大事

にされています。

　わたしの作品は「竹の王様の帰還」といいます。竹を見

るのは初めてでしたが、公園で見た竹ぽっくりで遊ぶ子

どもたちの様子がヒントになりました。竹の王様を待つ

王座は希望を表しています。イスは象徴的な存在で、

人々が集まり、そこに座ると、今の宮津や日本が眺めら

れます。わたしは、日本の人たちの他者への敬意や笑顔、

立場にとらわれない平等な様子など、多くのことを教わ

りました。同時に、それらを引き継ぎ、若い国を作る次の

世代の重要性も感じています。わたしは、アートを通じ

て子どものために物語を作るのが好きです。王座には、

この先、小さな王様は帰ってこないかもしれませんが、

人々が「エスプリ（フランス語で精神、知性、心を表す

言葉）」を求める限り、大きな王様は必ず帰ってきます。

文化の無い国には香りがあ

りません。日本は尊敬すべき

国としてずっとあってほしい

と願っています。

　竹の王座には、アフリカに

伝わる伝統的なシンボルを

飾りに入れました。これら

は、それぞれに意味がありま

す。また、わたしは考えるよ

り先に手が動き、何かを目に

すると、つい何かを作りはじ

める癖があります。だから、わたしは先生という存在を

意識したことはありません。時折、私の作品をピカソみ

たいだと言う人がいますが、 そういう時はピカソがわ

たしを真似しているのだと言ってやります（笑）。

「竹の王様の帰還」

「senza terra（大地無くして）」


